
平成１７年（２００５年）４月２４日市　議　会　だ　よ　りこだいら５

一般質問

住
田
景
子
議
員
（
緑
ネ
）　

�
昨
年

　

月
か
ら
祝
日
開
館
が
始
ま
っ
た

１０が
、利
用
状
況
と
利
用
者
の
反
応
は
。

　

�
中
央
館
、
地
区
館
、
分
室
で
開

館
時
間
と
休
館
日
が
異
な
り
、
利
用

者
に
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
全
館

の
開
館
時
間
を
午
前
９
時
か
ら
午
後

７
時
ま
で
に
で
き
な
い
か
。

　

�
国
分
寺
市
、
小
金
井
市
と
も
相

互
利
用
が
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

�
平
日
と
同
程
度
の
利
用

状
況
で
、
利
用
者
に
は
好
意
的
に
受

け
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

�
現
在
の
開
館
時
間
で
利
用
者
に

は
定
着
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
開
館
の
準
備
時
間
が
必
要
な

こ
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
蔵

書
予
約
が　

時
間
可
能
な
こ
と
、
開

２４

館
に
伴
う
経
費
の
面
か
ら
、
今
後
も

現
行
の
開
館
時
間
で
行
い
た
い
。

　

�
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

 
浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

�
過
去

　

年
間
の
蔵
書
数
の
変
化
は
。

１０
　

�
購
入
の
流
れ
と
予
算
額
は
。
ま

た
、
選
定
基
準
は
。
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�
蔵
書
の
確
保
、
充
実
に
対
す
る

市
の
考
え
は
。

教
育
長　

�
平
成
６
年
度
が
約
百　
１１

万
冊
、
平
成　

年
度
が
約
百　

万
冊

１５

２０

で
、　

年
間
は
こ
の
数
字
の
間
で
推

１０

移
し
て
い
る
。

　

�
図
書
購
入
は
、
各
館
の
職
員
で

構
成
さ
れ
る
選
書
委
員
が
決
定
し
て

い
る
。
平
成　

年
度
以
降
の
予
算
額

１４

は
、
４
千
２
百
万
円
か
ら
４
千
４
百

万
円
で
あ
る
。
選
定
基
準
は
、
中
央

館
は
永
続
的
な
価
値
を
有
す
る
と
思

わ
れ
る
図
書
を
重
点
的
に
、
地
区
館

は
教
養
の
向
上
、
日
常
生
活
に
役
立

つ
図
書
等
を
重
点
的
に
購
入
し
て
お

り
、
中
央
館
、
地
区
館
及
び
分
室
の

収
書
分
担
を
購
入
基
準
要
綱
で
定
め

て
い
る
。
ま
た
、
公
平
に
自
由
に
偏

見
な
く
収
書
す
る
こ
と
を
定
め
た
選

書
要
領
等
を
指
針
と
し
て
い
る
。

　

�
利
用
者
の
要
望
に
は
、
お
お
む

ね
こ
た
え
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
現

在
の
水
準
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

�
全
館

の
平
均
利
用
率
は
。
ま
た
、
市
が
主

催
す
る
も
の
の
内
容
は
。

　

�
利
用
者
懇
談
会
を
設
置
す
る
考

え
は
あ
る
か
。
ま
た
、
地
域
特
性
の

あ
る
地
域
発
信
型
の
セ
ン
タ
ー
が
望
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ま
し
い
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

　

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
等
も
行
わ

れ
て
地
域
と
の
か
か
わ
り
が
望
ま
れ

て
い
る
が
、
各
館
の
実
施
状
況
、
運

営
状
況
は
。

市
長　

�
平
成　

年
度
の
平
均
利
用

１５

率
は　

・
６
％
で
あ
る
。
市
も
し
く

５２

は
市
に
準
ず
る
団
体
の
利
用
は　
５０６

回
あ
り
、
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
あ
る
。

　

�
貸
し
施
設
と
い
う
位
置
づ
け
か

ら
設
け
て
い
な
い
。
利
用
者
か
ら
の

要
望
も
な
く
、設
置
の
考
え
は
な
い
。

各
館
の
特
徴
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
元
に
根

づ
い
た
地
域
セ
ン
タ
ー
に
す
る
工
夫

を
し
た
い
。

　

�
花
小
金
井
南
地
域
セ
ン
タ
ー
で

は
当
初　

人
の
登
録
が
あ
り
、
庭
木

１０

の
剪
定
や
除
草
等
を
行
っ
て
い
る
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

�
中

央
図
書
館
の
蔵
書
数
、
年
間
利
用
人

数
、
職
員
の
配
置
状
況
は
。

　

�
業
務
内
容
、
業
務
量
か
ら
見
て

人
員
は
適
正
か
。

　

�
団
体
貸
し
出
し
制
度
の
市
民
へ

の
周
知
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

�
団
体
貸
し
出
し
の
現
状
は
。

　

�
保
護
者
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ

り
、
貸
し
出
す
ま
で
の
日
数
を
短
縮

で
き
な
い
か
。

教
育
長　

�
平
成　

年
度
は　

万
９

１５

４１

千
８
百　

冊
、　

万
１
千
４
百　

人

６０

１２

３７

で
あ
る
。
職
員
は
正
規
が　

人
、
嘱

１７
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永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

�
ト
イ

レ
設
置
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

　

�
昨
年
、
中
央
公
園
で
同
時
開
催

し
た
彫
刻
展
及
び
収
穫
感
謝
祭
と
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
の
評
価
は
。

　

�
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
に
関
係
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容
は
。

　

�
中
央
公
園
の
既
存
施
設
を
Ｐ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

市
長　

�
ト
イ
レ
が
設
置
可
能
な
公

園
を
２
か
所
ほ
ど
選
定
し
た
が
、
設

置
に
つ
い
て
は
場
所
的
な
バ
ラ
ン
ス

等
も
勘
案
し
検
討
し
て
い
る
。

　

�
文
化
の
向
上
と
産
業
振
興
及
び

健
康
の
増
進
を
図
り
、
相
乗
効
果
の

あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
評
価
す
る
。

　

�
玉
川
上
水
の
自
生
野
草
保
護
育

成
、
あ
じ
さ
い
公
園
の
整
備
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
協
力
等
で
あ
る
。

　

�
既
存
施
設
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
狭

く
、
警
備
員
等
の
休
憩
場
所
と
し
て

使
っ
て
い
る
た
め
活
用
は
難
し
い
。

 
島
村
速
雄
議
員
（
政
和
）　

�
斎
藤

素
巖
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
美
術
館
計
画

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

　

�
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
里
こ
だ
い
ら

構
想
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

　

�
ふ
る
さ
と
定
期
市
計
画
に
つ
い

て
、ふ
る
さ
と
村
の
協
力
は
可
能
か
。

　

�
玉
川
上
水
下
流
域
の
一
部
を
山

桜
復
活
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
づ
け
る

こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市
長　

�
市
が
寄
贈
を
受
け
た
ブ
ロ
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ン
ズ
作
品
を
活
用
し
て
、
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
ド
の
活
性
化
を
図
る
大
変
有
意

義
な
提
案
と
受
け
と
め
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

�
立
ち
上
げ
る
予
定
の
農
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
の
検
討
課
題

の
一
つ
と
位
置
づ
け
、
東
京
む
さ
し

農
業
協
同
組
合
と
連
携
を
と
り
た
い
。

教
育
長　

�
ふ
る
さ
と
村
の
用
途
や

目
的
を
妨
げ
な
い
範
囲
で
協
力
し
て

い
き
た
い
。

市
長　

�
復
活
へ
の
課
題
も
あ
り
、

当
面
は
協
議
会
を
中
心
と
し
た
活
動

を
注
視
し
、適
切
な
対
応
を
し
た
い
。

  
華
表　

暁
議
員
（
共
産
）　

�
市
内

と
北
多
摩
北
部
保
健
医
療
圏
各
市
の

小
児
科
医
院
・
産
婦
人
科
医
院
数
の

推
移
は
。

　

�
公
立
昭
和
病
院
、
都
立
清
瀬
小

児
病
院
の
平
成　

年
１
か
月
当
た
り

１６

の
小
児
科
外
来
患
者
数
は
。

　

�
都
立
清
瀬
小
児
病
院
統
合
に
つ

い
て
、
市
長
会
と
し
て
の
対
応
は
。

　

�
健
康
セ
ン
タ
ー
の
平
日
準
夜
体

制
を　

時
間
体
制
に
し
た
場
合
の
費

２４

用
は
。

市
長　

�
平
成　

年　

月
末
の
市
内

１６

１２

小
児
科
医
院
は　

か
所
、
産
婦
人
科

４７

医
院
は
４
か
所
で
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
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託
が　

人
、
臨
時
が
６
人
で
あ
る
。

１０

　

�
職
員
の
配
置
は
適
正
と
考
え
る
。

　

�
案
内
ち
ら
し
の
配
布
や
司
書
教

諭
等
連
絡
会
で
周
知
し
て
い
る
。

　

�
平
成　

年
度
は
２
学
期
ま
で
に

１６

１
万
１
千
９
百　

冊
を
貸
し
出
し
た
。

８９

　

�
希
望
に
よ
り
、
保
護
者
等
の
持

ち
帰
り
も
行
っ
て
い
る
。

て
い
る
。
西
東
京
市
の
小
児
科
医
院

が
ふ
え
て
い
る
以
外
は
、
い
ず
れ
も

小
平
市
と
同
様
、減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

�
公
立
昭
和
病
院
は
約
千
６
百　
１０

人
、
都
立
清
瀬
小
児
病
院
は
約
４
千

８
百　

人
で
あ
る
。

４９

　

�
毎
年
度
都
に
対
す
る
予
算
要
望

の
中
で
、
存
続
を
求
め
て
い
る
。

　

�
実
施
は
不
可
能
だ
が
、
仮
に
実

施
し
た
場
合
、
人
件
費
だ
け
で
も
１

億
１
千
万
円
程
度
か
か
る
と
考
え
る
。

  
加
藤
俊
彦
議
員
（
公
明
）　

�
市
内

に
は
、
医
療
機
関
の
な
い
地
域
が
あ

る
が
掌
握
し
て
い
る
か
。
空
白
地
域

の
医
療
体
制
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

�
市
は
か
か
り
つ
け
医
の
必
要
性

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
が
、
身
近
に

医
療
機
関
が
な
い
地
域
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

�
空
白
地
域
へ
の
医
療
機
関
誘
致

を
医
師
会
と
連
携
し
て
行
え
な
い
か
。

　

�
救
急
医
療
体
制
の
整
備
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長　

�
上
水
本
町
と
御
幸
町
に
は

医
科
・
歯
科
が
な
い
が
、
市
内
全
域

見
る
と
医
療
体
制
は
充
足
さ
れ
て
い

る
と
考
え
る
。

　

�
市
内
に
は
多
く
の
医
療
機
関
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く
に
行
か

な
く
て
も
利
用
で
き
る
と
考
え
る
。

　

�
難
し
い
と
考
え
る
。

�
小
児
科
医
が
常
駐
し
て
い
る

公
立
昭
和
病
院
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�
平
日
の
準
夜
間
は
健
康
セ
ン
タ

ー
、
休
日
は
医
療
機
関
に
よ
る
輪
番

体
制
で
初
期
救
急
医
療
を
実
施
し
て

い
る
。

 
常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）　

�
自
動

体
外
式
除
細
動
器
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
、
昨
年
厚
生
労
働
省
の
見
解
が

変
更
さ
れ
た
が
そ
の
内
容
は
。

　

�
市
内
で
の
導
入
状
況
は
。

　

�
市
内
公
共
施
設
に
導
入
す
る
必

要
性
を
認
識
し
て
い
る
か
。

　

�
導
入
予
定
の
自
治
体
は
。

市
長　

�
あ
る
一
定
の
条
件
を
満
た

す
場
合
、
医
師
免
許
が
な
い
者
も
講

習
を
受
け
る
こ
と
で
除
細
動
器
に
よ

る
応
急
手
当
が
で
き
る
と
い
う
見
解

が
出
さ
れ
た
。

　

�
健
康
セ
ン
タ
ー
に
医
師
が
使
用

で
き
る
除
細
動
器
が
１
台
あ
る
。
市

内
の
導
入
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

�
設
置
の
有
効
性
、
重
要
性
は
十

分
理
解
し
て
お
り
、
導
入
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
く
。

　

�
平
成　

年
度
は
、
都
内
で
５
区

１７

８
市
１
町
が
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

※
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

と
は

　

心
臓
停
止
状
態
の
人
の
胸
に
機
器

の
パ
ッ
ド
を
張
る
と
、
機
器
が
自
動

的
に
心
電
図
を
解
析
し
、
電
気
的
シ

ョ
ッ
ク
が
必
要
な
状
態
と
判
断
し
た

時
の
み
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
電
気
的

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓
を
正
常
な

動
き
に
戻
す
装
置
の
こ
と
。

  
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

�
今
日

ま
で
の
事
故
件
数
と
そ
の
内
容
は
。

　

�
市
と
し
て
の
改
善
策
は
。
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�
踏
切
の
小
平
駅
寄
り
部
分
の
拡

幅
と
歩
行
者
用
通
路
の
確
保
等
は
で

き
な
い
か
。

　

�
警
報
機
等
の
時
間
調
整
な
ど
を

西
武
鉄
道
と
協
議
で
き
な
い
か
。

市
長　

�
小
平
警
察
署
か
ら
は
、
本

年
１
月
末
ま
で
に
踏
切
の
北
側
、
及

び
南
側
の
市
道
と
の
交
差
点
で
乗
用

車
と
自
転
車
の
接
触
が
１
件
ず
つ
発

生
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

�
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
交
通

安
全
教
育
の
充
実
を
図
り
た
い
。

　

�
踏
切
の
幅
員
は
交
差
す
る
道
路

の
両
側
の
幅
員
に
合
わ
せ
て
決
ま
る

た
め
、
道
路
の
拡
幅
な
し
に
歩
道
を

設
置
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

�
時
間
調
整
等
は
鉄
道
会
社
の
定

め
る
時
間
で
設
定
し
、
安
全
対
策
を

図
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

 
高
橋
信
博
議
員
（
政
和
）　

�
幼
児
、

児
童
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
、

交
通
安
全
教
育
、
交
通
安
全
活
動
に

対
す
る
市
の
取
り
組
み
は
。

　

�
昨
年　

月
、
商
工
会
等
が
十
一

１２

小
で
親
子
自
転
車
安
全
運
転
教
室
等

を
実
施
し
た
が
、
市
の
考
え
は
。

　

�
児
童
等
に
対
す
る
交
通
安
全
教

育
の
考
え
方
は
。

　

�
交
通
安
全
上
の
路
側
帯
と
は
。

市
長　

�
関
係
機
関
と
連
携
し
て
幼

児
、
児
童
等
の
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
等
を
促
進
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

�
産
業
団
体
の
働
き
か
け
に
よ
る

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



初
の
取
り
組
み
と
し
て
評
価
す
る
。

　

�
心
身
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
基

本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
さ
せ
る

と
と
も
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
安

全
に
道
路
を
通
行
す
る
た
め
に
必
要

な
動
作
、
及
び
知
識
を
習
得
さ
せ
る

た
め
に
必
要
と
考
え
る
。　

　

�
歩
道
の
な
い
道
路
に
お
い
て
、

歩
行
者
と
自
動
車
を
分
離
し
て
歩
行

者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
設

け
た
も
の
で
あ
る
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

�
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
、
道
づ
く
り
の
構
想

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

�
改
善
策
と
し
て
、
主
に
東
西
に

通
り
抜
け
る
生
活
道
路
を
つ
く
る
等

の
計
画
は
あ
る
か
。

　

�
市
は
宅
地
開
発
業
者
に
対
し
、

東
西
道
路
計
画
等
を
ど
の
よ
う
に
指

導
し
て
い
る
か
。

市
長　

�
南
北
道
路
に
対
し
東
西
道

路
が
少
な
い
地
域
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
が
、
整
備
費
用
の
課
題

等
が
あ
り
、
南
北
道
路
に
接
続
す
る

連
続
し
た
東
西
道
路
の
整
備
は
困
難

と
考
え
る
。

　

�
土
地
区
画
整
理
や
都
市
計
画
道

路
の
整
備
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。

　

�
新
設
道
路
は
、
開
発
区
域
周
辺

の
道
路
と
接
続
可
能
な
場
合
は
接
続

す
る
よ
う
、
ま
た
、
接
続
で
き
な
い

場
合
で
も
将
来
の
土
地
利
用
を
考
慮

し
た
指
導
を
し
て
い
る
。

�
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市内在住著作者の本が充実している
大沼図書館

七小通りと西武線踏切
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�
花
小
金
井
南
地
域
セ
ン
タ
ー
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